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         年頭にあたって 

会長 中谷 清 

 

新春を迎え謹んでご挨拶申し上げます。 
皆さまにおかれましては、健やかに新春をお

迎えのことと存じます。 
また、日ごろより本市農業委員会活動にご理

解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、昨年を振り返りますと、新たに農業委

員会の役割となりました、市町村が策定する「地
域計画」における大きな柱である「目標地図」
の素案の作成業務について、農業委員・農地利
用最適化推進委員を中心に、関係者の皆さまに
ご協力いただきながら取り組んでまいりまし
た。農業者の皆さまにおかれましてはアンケー
ト調査へのご協力や、合意形成の場である地域
の話し合いにご参加くださり、誠にありがとう
ございました。皆さまからいただいた貴重なご
意見をもとに、「目標地図」の素案について各地
域で委員を中心に取りまとめ、市の農政部局へ
提出させていただきました。しかしながら「目
標地図」は一度作成して終わるものではなく、
さまざまな事情により変更が生じる場合も想定
されます。今後とも皆さまにはご協力をいただ
くことがあるかと存じますので、引き続きよろ
しくお願いいたします。 
ところで、1970 年にアジア初開催となった大

阪万博から半世紀以上たった今年、大阪の地に
おいて再び 2025 年大阪・関西万博が開催されま
す。 
今回の大阪・関西万博のテーマの核心「いの

ち」。1970 年の大阪万博の基本理念であった「人
類の進歩と調和」は、世界にはさまざまな文化
が多元的に共存するということを理解と寛容の
精神をもって認め、これらの多様性の中での進
歩が望まれるという展望を示すものであったと
のことです。しかし残念なことに現時点におい
てもこのような世界が実在しているとはいいが
たい現状があります。今もなお戦禍に苦しむ
人々がいることに思いを馳せながら、今回の万
博においても異なる文化との交流を通じ、人々
がお互いをより理解することで真の平和が実現
する世界となるよう願ってやみません。 
結びに、本年も皆さまがご健勝でかつご多幸

でありますようお祈り申し上げ新年のごあいさ
つとさせていただきます。 

 

 

        

         新年を迎えて 

市長 𠮷村 善美 

 

 
皆様におかれましては、新しい年を穏やかに

お迎えのことと、心からお慶び申し上げます。 
農業委員、農地利用最適化推進委員並びに農

業者の皆様には、日頃より市政の各般、とりわ
け農業振興につきまして、多大なご支援・ご協
力を賜り厚くお礼申し上げます。 
 また、農業者の皆様におかれましては、農業
経営基盤強化促進法により各市町村に作成が
義務化づけられた「地域計画」に記載する「目
標地図」の素案について、農業委員会各委員の
皆様を中心とした作成作業にご協力くださり、
誠にありがとうございました。 
「目標地図」は地域での話し合いにより、お

おむね 10 年後を見据えためざすべき農地のあ
り方を地図化するもので、「地域計画」を作る
上で大切な役割を担います。本市では作成いた
だいた素案をもとに、「地域計画」の策定を進
めてまいりますので、今後ともご協力をよろし
くお願いいたします。 
さて、今年はいよいよ 2025 年大阪・関西万

博が開催されます。世界の「いま」を知るまた
とない機会になると思いますので、ぜひ、皆様
も足を運んでみられてはいかがでしょうか。富
田林市では万博開催期間において実施される
自治体催事への出展を通じ、国内はもとより世
界各国の方々に向けて、伝統工芸品や観光資源
を紹介するとともに、本市特産品である「えび
芋」や「なす」などの魅力発信をおこなってま
いります。 
私は「農のこころ」は郷土・富田林の「ここ

ろ」であるとともに、持続可能な将来の富田林
づくりに不可欠の「こころ」であると信じてお
ります。 
将来の富田林の農業を守り、明るい未来を創

っていくためにも、市民の皆さまとともに力を
合わせて、「人と仕事と環境を育む農業都市・
富田林市」をめざして、担い手の確保や育成、
農地の保全など、全力で取り組んでまいります
ので、一層のご支援ご協力をお願いいたしま
す。 
結びに、本年が皆様方にとりまして、希望に

満ちたすばらしい年となりますことを心から
祈念し、新年のご挨拶といたします。 
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11
月
23
日
（
祝
）
、
石

川
河
川
敷
川
西
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
富
田
林
市
農

業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
朝
早
く
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
本
市

産
の
白
菜
、
大
根
、
み
か
ん 

な
ど
の
安
く
て
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。
今
回
も
「
海
老

芋
」
の
豚
汁
や
「
奇
跡
の
復

興
米
」
の
お
に
ぎ
り
の
提
供

が
お
こ
な
わ
れ
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

農
業
委
員
会
の
ブ
ー
ス

で
は
、
農
業
相
談
に
加
え
、

洲
本
市
農
業
委
員
会
と
の

姉
妹(

友
好)

提
携
の
広
報

の
た
め
、
淡
路
島
産
の
玉
ね

ぎ
を
使
っ
た
ポ
ン
酢
や
玉

ね
ぎ
ス
ー
プ
、
洲
本
市
産
の

レ
モ
ン
や
ラ
イ
ム
の
販
売 

         

富
田
林
市
農
業
祭 

10
月
24
日
（
木
）
農
業

会
議
設
立
70
周
年
記
念
大

阪
府
農
業
委
員
会
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
で
は
、
地
域
計
画
策

定
に
お
け
る
集
落
座
談
会

等
を
踏
ま
え
た
大
阪
農
業

の
活
性
化
に
向
け
た
要
請

や
、
令
和
6
年
の
法
改
正

を
受
け
、
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
策
定
に
営
農

継
続
に
向
け
た
支
援
を
盛

り
込
む
こ
と
な
ど
を
要
請
、

ま
た
、「
地
域
の
農
地
を
活

か
し
、
持
続
可
能
な
大
阪
農

業
を
創
る
運
動
」
の
強
化
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
を
決

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

第
2
部
は
、
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
の
小
泉
武

夫
氏
が
「
い
の
ち
は
ぐ
く
む

農
と
食
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
さ
れ
、
食
料
自
給
率
の

向
上
は
有
事
・
平
時
を
問
わ

ず
重
大
な
意
味
を
も
つ
こ

と
か
ら
、
多
く
の
国
で
自
給

率
向
上
に
向
け 

を
目
的
に
、
千
葉
県
で
一
番

ち
い
さ
な
町
、
神
崎
町
に
お

け
る
「
発
酵
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

な
ど
、
大
変
興
味
深
い
内
容

の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
農
業
・
食
品
廃

棄
物
を
発
酵
さ
せ
て
よ
く

肥
え
た
堆
肥
を
つ
く
り
、
有

機
農
業
を
行
う
農
家
に
無

償
で
提
供
す
る
な
ど
、
環
境

負
荷
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
こ

れ
ら
の
活
動
を
の
ぞ
い
て

み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

 

海
老
芋
品
評
会
受
賞
者 

（
敬
称
略
） 

 

大
阪
府
農
業
会
議
会
長
賞 

 
 

 

平
田 

栄
男 

 

富
田
林
市
長
賞 

 
 

 

浅
岡 

弘
二 

 

大
阪
南
農
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
賞 

 
 

 

柳
本 

厚 

   

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
儲
か
る
農
業
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
冒
頭
の
、
そ
も
そ
も

食
べ
る
も
の
を
つ
く
る
人

が
い
な
け
れ
ば
い
の
ち
は

育
ま
れ
な
い
、
そ
う
い
う

意
味
で
農
業
は
何
よ
り
も

尊
い
と
い
う
お
話
が
印
象

的
で
し
た
。 

そ
し
て
、
常
に
新
し
い

発
想
で
地
域
農
業
を
牽
引

し
て
い
る
大
分
大
山
町
農

協
の
矢
羽
田
正
豪
組
合
長

ら
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
、
農
作
物
を
作
り
、

い
か
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
生
産
物
の
市
場
価
値
を

高
め
、
農
業
所
得
の
向
上

に
つ
な
げ
る
か
。「
木
の
花

ガ
ル
テ
ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

農
園
」
で
の
取
り
組
み
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
発
酵
」
の
ち
か
ら

を
利
用
し
て
農
作
物
等
の

付
加
価
値
を
高
め
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

を
お
こ
な
い
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
に
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
度 

農
業
委
員
会
大
会 
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農
業
者
年
金
に 

加
入
し
ま
せ
ん
か 

 

令
和
７
年
２
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、
農
林
業
の

国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
「
２

０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農

林
業
の
政
策
に
役
立
て
る

た
め
に
、
５
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。 

１
月
中
旬
よ
り
農
林
業

を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 問
い
合
わ
せ 

総
務
部 

総
務
課
（
内
線
３
４
６
） 

  

  

い
い 

   

 

 

農
地
法
第

2

条
の

2

で
は
、「
農
地
に
つ
い
て
所

有
権
又
は
賃
借
権
そ
の
他

の
使
用
及
び
収
益
を
目
的

と
す
る
権
利
を
有
す
る
者

は
、
当
該
農
地
の
農
業
上

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利

用
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

農
地
の
権
利
を
有
す
る
者

の
責
務
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

農
地
は
一
度
耕
作
を
や

め
て
数
年
経
て
ば
、
原
形

が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
荒

れ
て
し
ま
い
、
元
の
状
態

に
戻
す
の
に
大
き
な
労
力

と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
は
、
病
害
虫

や
火
災
の
発
生
、
犯
罪
等

の
誘
発
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

 

農
地
を
農
地
以
外
の

用
途
に
変
更
す
る 

場
合
は
手
続
き
を 

農
地
を
住
宅
敷
地
や
駐

車
場
用
地
等
に
転
用
す
る

場
合
は
、
農
地
法
の
許
可

ま
た
は
届
出
が
必
要
で

す
。 ま

た
、
市
街
化
調
整
区

域
で
の
転
用
を
行
う
場

合
、
農
地
法
の
許
可
に
加

え
て
、
関
連
法
令
の
許
可

等
も
必
要
で
す
。
市
街
化

調
整
区
域
内
で
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
期
間
に
余

裕
を
も
っ
て
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
農
用
地
区
域
内

の
農
地
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
転
用
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

  

農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を 
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※
除
草
等
が
困
難
な
場
合

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
有
料
で
除
草
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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